
はじめに

ショウジョウバエ科昆虫は種数が多く，適応放散が進

み，食性，生息地が種によってさまざまであることから，

地域の環境に固有の種組成がみられる（Patterson and

Stone,１９５２, Kellermann et al.,２００９）．従って，ショウジョ

ウバエは環境の指標種として有効である．近年，開発や

エネルギー消費により昆虫の生息環境が大きく変化して

いる．ショウジョウバエを指標種として用いるために，

環境とショウジョウバエ種組成についての基礎的な研究

が求められる．季節的な環境変化に対する種組成の変化

は報告されている（Torres and Madi−Ravazzi,２００３; Tidon

２００６；別府２００６等）が，長期的な定点調査により種組成

が変化した例は Argemi等（１９９９）のみである．

松江市におけるショウジョウバエ相の調査は，Waka-

hama（１９６４）により１９５７年から１９６１年にかけて年間を

通じた調査が行われた．Wakahamaが調査した周辺地域

は，当時水田，山林だったが，現在では宅地化されたり，

耕作放棄地になったりしている．そこで，Wakahama

によって報告された２地点を含む３地点において，１９９３

年，２００５年，２００６年に年間を通じてショウジョウバエの

採集を行い，Wakahamaの記録と比較検討し，長期的な

ショウジョウバエ相の変化を調査した．

方 法

１．採集地とその特徴

城山公園：松江市の繁華街から少し離れた松江城を取

り囲む公園である．スダジイ林，タブ小林があり，その

林縁で採集した．

楽山公園：旧松江城主の別荘を公園にしたもので，松

江市東部の丘陵地にある．保存状態の良い植生を有して

いる．スダジイ林，スギ植林，マダケ－モウソウチク林

などがある．１９６０年代には公園の周囲は森林に囲まれ，

森林は水田に囲まれていたが，現在は周囲を住宅が取り

囲み，公園の森林が孤立して存在する．

嵩山：松江市の東部中海に面した標高３２０mの山で，他
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の山系と孤立している．昔は里山として薪が採取されて

いたが現在は放置された二次林である．高所にスダジイ

林，低所にコナラ－アカマツ林があり，その他スギ・ヒ

ノキ人工林，マダケ－モウソウチク林などがある．

２．採集方法

１９９３年，２００５年，２００６年の４月から１１月まで，定期

的に採集を行った．８月は早朝または夕方，それ以外の月

は日中に採集を行った．バナナベイトトラップを地上約

１．５mの高さにつり下げて，集まったショウジョウバエを

採集した．嵩山及び楽山公園の１９９３年の採集では，トラッ

プ間の移動時にネットによる採集も行った．採集したショ

ウジョウバエは生きたまま持ち帰り同定した．同定は，

Okada（１９５６），別府ら（１９７７）を参照した．我々が同定

ができなかった種については，北海道大学の戸田正憲博

士に依頼した．

結 果

採集されたショウジョウバエ

採集されたショウジョウバエの種と個体数をWakahama

（１９６４）のデータとともに表１と表２に示す．

ネットで採集された種：松江市中心部に位置する城山公

園で１９９３年に採集されたのは２種のみであったが，松江

市郊外に位置する楽山公園では１４種，嵩山では１０種が

採集された．Wakahamaの報告では楽山公園で４種が，

嵩山では１０種が同定された．Wakahamaの報告と我々の

採集した種を比較すると，ほとんどの種が異なっていた．

Wakahamによって報告され，我々も採集した種は，Leu-

cophenga magnipalpis,L. oranatipennis，Scaptomyza grami-

num，S. pallida，Hirtodrosophila alboralisの，５種であっ

た．前者２種はいずれの調査でも嵩山で採集された．加え

て，L. magnipalpis は１９９３年に楽山公園で採集され，L.

oranatipennisはWakahamaが楽山で採集している．Scap-

tomyza graminum と Hirtodrosophila alboralis は，Waka-

hamaが嵩山で採集したが，我々は楽山公園で採集した．

今まで中国地方に分布が報告されていなかった種は，

Nesiodrosophila delicata，Dichaetophora surukellaの２種で

ある．

バナナトラップにより採集された種：１９９３年の採集では

いずれの地点でも２０種以上が，２００５年から２００６年の調

査では１６種から２０種が採集された．３地点すべてにおい

て，どの年度でも最も多く採集されたのはDrosophila lut-

escensであり，D. immigransがこれに次ぎ，２種で採集個

体数の半数以上を占めていた．この２種以外に我々が調

査した年度の３地点すべてで採集された種は，Scaptodro-

sphila coracina，Sca. subutilis，D. busckii，D. suzukii，D.

simulans，D. melanogaster，D. rufa，D. brachynephros，

D. anguralis，D. bizonata，D. hydei であった．これらの

うち，Sca. subtilis，D. simulans，D. brachynephros，D.

bizonata，D. immigrans，D. hydeiはWakahama（１９６４）

では，調査した２地点ともに，または，いずれかの地点

で採集されなかった．

採集年度によってその頻度は異なっていた．我々の調

査では D. immigransは，高頻度で採集されたが，１９５７年

から１９６１年の間に楽山公園では採集されず，嵩山におい

てもその数は，Sca. subtilis，D. anguralis，D. bizonata

よりも少なかった．Sca. subtilisは１９９３年，２００５年－２００６

年共に，採集された全個体数の５％に満たなかった

が，１９６１年の嵩山では１７．６５％を占めていた．また，D.

bizonata は，Wakahama の報告では，楽山公園，嵩山共

に２０％以上を占めていたが，我々の調査では３地点すべ

てで採集されたものの，その頻度は５％以下であった．

表１ 松江市３地点で１９５７－１９６１年及び１９９３年にネットにより
採集されたショウジョウバエ科の昆虫

学名
採集場所 城山公園 楽山公園 嵩山

採集年度 ９３ ５７－６１＊ ９３ ６１＊ ９３

Amiota okadai １ ３

A. furcata ３

A kappa １ ２１

A. conifera １ ３

A. magna １

Leucophenga argentosa ３

L. magnipalpis ５ ３ １０

L. auadripunciata １

L. oranatipennis １ ２ １

L. concilia １７

L. angusta ２

Styloptera nishiharui ３ ５

Nesiodrosophila delicata ４ １

Dichaetophora surukella １

Microdrosophila purpurata ２

Mi. pseudopleurolineata ３

Mycodrosophila pianipalpis １

My. splendida ７１ １６

Liodrosophila Arera ７３ ２

Chymomyza obscuroides １

Scaptomyza graminum ２ ２

S. pallida ７１ ４ ２ ２

Zaprionus. grandis ２

Hirtodrosophila alboralis １ ２

総 計 ４ １４６ １０２ ５０ ４８

種 数 ２ ４ １４ １０ １０

＊：Wakahama（１９６４）のデータを示す．嵩山のものは４月から１１月の年間の

採集結果を総計したもので，楽山公園のものは３年間に採集されたものをプー

ルしたものである．
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Sca. coracinaはWakahamaの報告，及び１９９３年には採集

個体数の０．５％に満たなかったが，２００５－２００６年の採集

では１０％を超えていた．D. simulans は１９９３年には３地

点すべてで採集され，２００５－２００６年では頻度が増加して

いた．D. simulans が採集されたのは，いずれの年も９月

以降であった．D. albomicans は１９９３年の８月から１１月

に採集され，２００５－２００６年には採集されなかった．

考 察

我々の調査により，松江市のショウジョウバエの種組

成が変化していることが明らかとなった．D. simulans

は１９７０年代に，日本本土に侵入した種であり，１９８３年ま

でには太平洋岸に広く分布していることが報告され（河

西・渡辺，Watada，et al．１９８６），山陰においては浅田ら

（１９８７a）により，１９８６年に大社の葡萄酒工場周辺で１０個

体採集されたことが報告されている．我々の１９９３年の調

査では採集された個体数の０．５％以下であったが，２００５

年の採集では，城山公園では１０％を占め，他の２地点で

も５％を超えていた．そこでこの種は松江でも頻度を増

しているといえよう．

D. albomicans は南西諸島，沖縄，台湾から上海，イン

ド東部まで分布する南方産ショウジョウバエで，１９７０年

代までは奄美諸島を北限としていた（Wilson et al.１９６９,

Kitagawa et. al.１９８２）．１９８４年に瀬戸内海の家島で３個体

採集され（三笠私信），その後，中部地方から西日本各地

で採集されている（Asada,１９８８, Watada et al.２０００,保科

２００６）．本調査では１９９３年に城山公園と楽山公園で採集さ

れたが，２００５年と２００６年の調査では確認されなかっ

た．１９８７年にD. albomicansの分布が報告されている岡山

の地点（浅田・金子１９９１）で，２００７年に我々は採集を行っ

たがここでも採集されなかった．保科ら（２００６）は福井

県内を広範に調査し，D. albomicans が多く採集されない

地域と，ほとんど採集されない地域があること，またそ

れは積雪とは関連がないように見えることを報告してい

る．D. albomicans は松江に一度侵入したものの定着はで

きなかったと考えられる．

バナナトラップで採集されるショウジョウバエ属につ

いて，採集された種を広く分布する普通種（cosmopolitan

species），アジア大陸に広く分布する半普通種，分布域が

日本周辺に限られる地方種（endemic species）に分け，

年代による推移を比較した．Pattersons and Stanley

（１９８１）の区分に従い，D. buskii，D. melanogaster，D.

simulans，D. hydei，D. immigrans を普通種，Sca. corac-

ina，D. albomicans，D. virilisを半普通種，それ以外の種

を地方種とし，採集地毎にそれぞれの割合を求めた．そ

の結果を図１に示す．いずれの地点でも，普通種，半普

通種が増加する傾向にあった．普通種と半普通種の個体

表２ 松江市３地点で１９５７－１９６１年，１９９３年，２００５－２００６年に
バナナトラップにより採集されたショウジョウバエ科の昆虫

学名
採集場所 城山公園 楽山公園 嵩山

採集年度 ９３ ０５－０６ ５７－６１＊ ９３ ０５－０６ ５７－６１＊ ９３ ０５－０６

Sca. coracina ２ ４８２ １５３ １２ ３５４ ４１ ３６ １６５

Sca. subtilis ２８ ３４９ １４０ ４０９ １７４６ １２３ ５１

D. sexvittata １７ ２

D. quadrivittata ３

D. tenuicauda １

D. acutissima ６

D. histrioides ８ ８１

D. busckii ５０ ３１８ １０６４ ２８ １１４ ５ １３５ ４３

D. bifasciata ４ ６ ３ ３９

D. suzukii １５ ４１ ７３ １８ ２１ １５８ １３３ ２７

D. purcherella ４７ ５ １５ １ １０ １６

D. lutescens １７２８ ２５５６ １７２４４８２６ １９２６ ２３８３４９１９ ５００

D. auraria ８＊＊ ５１６＊＊ １１＊＊ １４０＊＊ ３＊＊

D. biauraria １ ２

D. triauraria ６ １ ５

D. simulans １６ ５３８ ５ １９８ １０ ３６

D. melanogaster ３ ２１０ ８３ ３ １２ ６４ ４ ４

D. ficusphila １１

D. nipponica ５４

D. rufa ２６１ ４１０ １０９６１２４６ ５２３ ３６４ ８０２ ７１

D. brachynephros １０ ３ ２２ ３４ ５０ ６ ２

D. anguralis ２１ ７ ２２８ ２０４ ８ ８３５ ４３ １

D. unispina ２ ５ １

D. nigromachulata １ １０１ ６ １ １

D. orientcea＊＊＊ ３

D. kunzei ９ １ ６

D. bizonata ３４ ２ １６２２ ３３９ ３ ２９２６ ３２８ ４

D. sternopleuralis ２ １８ ５７ ２１９ １６

D. historio ２ ２ ２

D. grandis １

D. immigrans ８２６ １５８４ ２５９２ １０４９ ６２０１５１６ １８０

D. annulipes ３ １３ １ ３０

D. lacertosa ２２３ １８ ９１ １６

D. curviceps １ ４ ７

D. annulipes＊＊＊＊ ２ ８

D. hydei ２ ２９ １ ９ ４ ４

D. albomicans ７５ １２

D. pengi ３ ３４

D. virilis ７３ ６６

D. daruma ２３

D. sordidula ３０

総個体数 ３０８７ ６５９８ ７０７８９５６６ ４６９８ ９８９３８１８６ １１０８

種数 ２０ １８ １７ ２５ ２０ ２９ ２２ １６

＊：Wakahama（１９６４）のデータを示す．嵩山のものは４月から１１月の年

間の採集結果を総計したもので，楽山公園のものは３年間に採集され

たものをプールしたものである．
＊＊：D. auraria，D. biauraria，D. triauraria を区別していないものを D.

auraria とした．
＊＊＊：Wakahama（１９６４）では D. testacea となっている．
＊＊＊＊：Wakahama（１９６４）では D. virgata となっている．
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数をプールした値について，地方種の個体数と年代で有

意な差があるかどうか２x２分割表で検定した．２００５年と

２００６年の比較以外はすべて０．００１より小さい確率が得ら

れた．本研究で採集された普通種と半普通種は，人家性

種（domestic species）と一致しているので，いずれの３

地点においても人家性種が増加しているといえよう．

Wakahamaの記録と１９９３年の調査を比較すると普通種が

増加しているのに対し，１９９３年と２００５年，２００６年を比較

すると半普通種の増加が見られるが，１９９３年は極端な冷

夏だったことから，１９９３年以降に半普通種が増加したか

どうか結論づけることはできない．

嵩山，及び楽山公園の採集地は，１９６４年と比較し，近

年大きく人の手が加えられたということはない．楽山公

園の周辺は１９６４年には森林が連なりその周辺は水田であっ

たが，現在ではほとんどが宅地となっている．嵩山の採

集地は１９６４年から現在似至るまで顕著な変化はないが，

周辺は休耕田が増え，人家も少しずつ増加し，周辺の道

路も整備されてきた．このように，採集地点の植生が大

きく変化しなくても，周辺の開発，都市化が人家性種の

増加へと導いた可能性がある．これは，絶滅危惧種の保

全には，その種が生息している場所だけでなく，周辺の

広い地域の環境保全のあり方についても考慮する必要が

あることを示す．

一方で，中華人民共和国の急速な工業化により，放出

されるオキシダント，NOx，PM２．５等が島根県内で検出

され，島根県環境政策課は２００８年には浜田市と隠岐で基

準値を超える高濃度の光化学スモッグが検出されたこと

を発表した．広範囲にわたって植生にほとんど変化の見

られない嵩山で人家性種が増加したのは，大気の変化が

原因である可能性もある．

採集地の気象条件の記録はないので，松江気象台の気

象統計資料を検討した．年平均気温，および，ショウジョ

ウバエの生存に大きく影響すると考えられる各年度の夏

期と冬季の最高気温，最低気温，各月の平均気温，３４℃

以上を記録した日数，気温０℃以下を記録した日数につ

いて年次変化があるかどうか相関係数を求めた．その結

果，夏期，冬季の最高気温は上昇の傾向があるが，統計

的には有意ではなかった．３４℃以上を記録した日数も増

加の傾向にあるが統計的には有意でなかった．年平均気

温の上昇と，０℃以下の日数の増加が５％レベルで有意

であった．これらのデータより，松江市で気象が温暖化

していると断定はできなかった．

Sca. coracina は，低温にも高温にも耐性があることが

報告されている（Kimura２００４）．松江では零度以下の日

数が増えていることから，Sca. coracina が近年増加した

のは，都市化以外に，気象条件によるものである可能性

もある．
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